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は
　
し
　
が
　
き
　
環
境
経
済
の
問
題
は
現
存
す
る
経
済
制
度
と
環
境
の
現
状
を
如
何
に
認
識
す
る
か
に
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
成
長
と
福
祉
」
の
論
争
を
通
し
て
外
部
不
経
済
が
社
会
に
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
領
域
が
経
済
学
の
一
部
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、
経
済
を
節
約
、
経
済
合
理
性
、
生
態
的
経
済
と
し
て
、
環
境
を
自
然
条
件
か
ら
経
済
的
内
部
条
件
と
し
て
、
さ
ら
に
閉
鎖
的
成
熟
環
境
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
組
合
せ
に
よ
り
社
会
の
現
状
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
政
策
が
選
択
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
在
は
既
に
自
然
環
境
を
外
部
条
件
と
し
て
認
め
る
こ
と
で
経
済
合
理
性
を
達
成
せ
ん
と
す
る
段
階
は
過
ぎ
、
自
然
資
源
の
涸
渇
の
絶
対
性
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
経
済
社
会
に
生
き
る
段
階
（
近
代
産
業
社
会
よ
り
真
の
環
境
経
済
社
会
）
に
あ
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
多
量
循
環
型
の
社
会
の
も
と
で
厚
生
条
件
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
「
宇
宙
船
地
球
号
」
論
に
は
じ
ま
る
D
o
o
日
乱
Q
y
の
思
想
は
、
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の
「
成
長
の
限
界
」
を
基
軸
と
し
て
政
策
意
識
と
し
て
展
開
さ
れ
、
ニ
ク
ソ
ン
の
「
環
境
報
告
」
、
（
一
九
七
〇
年
大
統
領
公
害
教
書
）
、
環
境
経
済
会
議
、
人
間
環
境
会
議
、
国
際
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
　
　
　
環
境
経
済
論
ノ
ー
ト
－119 －
ム
と
国
際
的
次
元
で
学
際
的
に
政
治
的
に
問
題
と
さ
れ
、
わ
が
国
に
あ
っ
て
も
「
四
大
公
害
裁
判
」
以
来
、
公
害
法
の
体
系
化
に
向
い
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
公
害
の
危
険
は
法
制
化
で
終
る
も
の
で
な
く
、
如
何
に
し
て
自
然
破
壊
を
防
止
す
る
か
、
自
然
資
源
の
涸
渇
に
対
処
す
る
か
、
人
類
の
福
祉
条
件
の
中
に
環
境
を
取
り
あ
げ
る
政
策
意
欲
の
有
無
に
す
べ
て
が
結
集
さ
れ
よ
う
。
し
か
る
に
わ
が
国
の
現
状
に
あ
っ
て
は
、
五
十
一
年
度
「
経
済
白
書
」
は
福
祉
と
い
う
言
葉
を
忘
れ
景
気
論
に
一
辺
倒
し
、
環
境
庁
の
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
ヘ
の
優
柔
な
態
度
な
ど
福
祉
政
策
か
ら
後
退
す
る
傾
向
は
憂
う
べ
き
で
あ
る
。
　
本
稿
は
不
可
避
的
に
発
生
す
る
廃
棄
物
（
処
理
水
、
汚
水
、
余
剰
汚
泥
な
ど
）
の
経
済
社
会
的
諸
問
題
の
う
ち
、
と
く
に
水
銀
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
ご
と
き
ス
ト
ッ
ク
的
汚
染
の
性
質
に
つ
い
て
の
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
な
ど
に
よ
る
一
過
性
の
被
害
に
関
し
て
は
従
来
経
済
学
的
に
取
扱
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
人
口
増
に
件
う
汚
染
量
増
の
時
間
的
変
化
に
よ
る
厚
生
減
に
関
し
て
は
意
識
さ
れ
乍
ら
等
閑
視
さ
れ
て
か
た
。
技
術
プ
ロ
パ
ー
の
研
究
領
域
に
あ
っ
て
は
、
衛
生
工
学
、
地
下
水
学
、
土
木
工
学
、
都
市
工
学
、
環
境
工
学
、
下
水
処
理
に
か
わ
る
土
壌
式
毛
管
浄
化
工
法
の
開
発
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
環
境
経
済
論
は
こ
れ
ら
の
技
術
開
発
と
共
に
シ
ス
テ
ム
エ
学
的
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
水
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
見
て
も
「
既
に
独
立
採
算
制
、
総
括
原
価
主
義
、
限
界
費
用
価
格
形
成
な
ど
の
概
念
を
い
か
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
も
水
道
の
累
積
赤
字
の
解
消
に
到
達
し
得
な
い
」
と
こ
ろ
ま
で
論
証
さ
れ
て
い
る
。
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第
一
章
　
廃
棄
物
概
念
ノ
ー
ト
　
日
汚
染
、
廃
棄
物
、
残
滓
と
経
済
学
で
扱
わ
れ
る
外
部
不
経
済
は
、
ピ
グ
ー
の
「
厚
生
経
済
学
」
（
一
九
三
二
）
の
牧
歌
的
な
公
害
時
代
よ
り
わ
ず
か
五
〇
年
余
の
間
に
、
先
進
諸
国
に
あ
っ
て
は
、
人
口
増
加
、
都
市
集
中
化
、
経
済
高
度
成
長
、
消
費
内
容
の
高
度
化
、
多
様
化
に
よ
り
、
新
し
い
殼
を
被
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
　
Ｒ
・
Ｇ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
「
汚
れ
た
豊
か
さ
」
（
N
o
t
s
o
r
i
c
h
a
s
y
旨
t
h
i
n
k
）
（
一
九
六
七
年
）
は
ア
メ
リ
カ
文
明
社
会
が
豊
か
さ
の
粉
飾
決
算
で
あ
り
、
数
多
く
の
外
部
不
経
済
の
固
有
名
詞
を
な
ら
べ
汚
染
の
実
際
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
と
え
ば
、
汐
ｗ
品
Ｑ
〔
下
水
〕
　
G
a
r
b
a
g
e
〔
ゴ
ミ
〕
　
ｙ
ｌ
〔
ガ
ラ
ク
タ
〕
　
L
i
t
t
e
r
〔
ク
ズ
〕
　
b
m
o
g
〔
ス
モ
ッ
グ
〕
　
R
e
f
u
s
e
〔
排
泄
物
１
　
　
　
　
　
　
W
a
s
t
e
〔
廃
棄
物
〕
　
〇
f
f
a
l
〔
残
飯
〕
　
b
i
o
p
s
〔
洗
い
水
〕
　
P
o
l
l
u
t
i
o
n
〔
汚
染
物
１
　
　
　
　
　
　
R
u
b
b
i
s
h
〔
こ
わ
れ
も
の
〕
T
O
F
〔
か
け
ら
〕
　
G
o
o
k
〔
グ
ッ
ク
〕
　
Ｇ
μ
品
〔
ガ
ン
グ
〕
　
ｃ
ａ
ｄ
〔
ク
ラ
ッ
ド
〕
で
あ
る
が
二
般
に
W
a
s
t
e
｡
　
R
e
s
i
d
u
a
l
が
使
わ
れ
て
い
る
。
自
然
環
境
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
循
環
よ
り
生
ず
る
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
図
一
ア
イ
レ
ス
、
ク
ネ
ー
ゼ
の
も
の
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
廃
棄
物
の
政
策
的
分
析
を
試
み
る
と
き
、
倫
理
的
に
個
と
全
の
「
清
浄
化
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
が
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
的
基
準
か
ら
環
境
を
清
浄
に
せ
ん
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
不
要
物
を
自
然
環
境
の
中
に
廃
棄
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
社
会
的
に
は
、
こ
の
廃
棄
物
が
自
然
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
社
会
的
に
汚
染
排
除
の
政
策
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
と
全
の
倫
理
的
合
一
性
を
求
め
う
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
廃
棄
物
な
る
概
念
は
相
対
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
処
理
に
よ
る
外
部
不
経
済
除
去
の
政
策
を
試
み
る
と
き
法
律
上
一
つ
の
規
定
を
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
「
清
掃
法
」
に
よ
り
衛
生
上
の
見
地
か
ら
伝
統
的
に
廃
棄
物
に
関
一一121 -－
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し
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
公
害
基
本
法
」
の
精
神
を
と
り
入
れ
て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
四
六
年
九
月
施
行
）
（
廃
棄
物
処
理
法
と
い
わ
れ
る
も
の
）
「
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
緊
急
措
置
法
」
（
四
七
年
六
月
施
行
）
が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
よ
る
も
の
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
「
廃
棄
物
処
理
法
」
は
廃
棄
物
を
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
燃
え
が
ら
、
汚
で
い
、
ふ
ん
尿
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
動
物
の
死
体
、
そ
の
他
の
汚
物
又
は
不
要
物
な
ど
、
固
形
状
、
液
状
の
も
の
を
指
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
る
廃
棄
物
の
う
ち
、
燃
え
が
ら
、
汚
で
い
、
廃
油
、
廃
液
、
廃
ア
ル
カ
リ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
廃
棄
物
を
「
産
業
廃
棄
物
」
と
し
、
そ
れ
以
外
を
「
一
般
廃
棄
物
」
と
し
て
、
政
令
で
は
更
に
具
体
的
に
、
木
く
ず
、
繊
維
く
ず
、
ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
陶
磁
器
く
ず
、
砿
さ
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
、
動
物
の
ふ
ん
尿
、
動
物
の
死
体
、
食
料
品
、
医
薬
品
、
香
料
等
の
製
造
の
た
め
原
料
と
し
て
使
用
し
た
動
物
、
植
物
の
固
形
状
の
不
要
物
、
集
じ
ん
施
設
に
集
め
ら
れ
た
ば
い
じ
ん
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
処
分
す
る
た
め
処
理
し
た
も
の
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
政
策
的
に
「
産
業
」
と
「
一
般
」
を
分
け
て
み
て
も
具
体
的
に
規
定
し
て
も
不
要
、
不
可
避
は
相
対
的
で
あ
り
、
同
化
能
力
、
技
術
水
準
に
よ
り
汚
染
の
原
因
と
し
て
の
廃
棄
物
は
決
定
的
な
も
の
で
な
い
。
　
産
業
廃
棄
物
の
現
状
と
生
活
環
境
悪
化
の
系
路
は
図
二
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
　
�
経
済
審
議
会
の
Ｎ
Ｎ
Ｗ
開
発
委
員
会
が
試
み
た
「
新
し
い
福
祉
指
標
」
は
、
環
境
汚
染
の
金
額
評
価
を
体
系
的
に
計
算
し
た
点
で
こ
の
方
面
の
研
究
の
礎
石
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
と
く
に
幸
福
度
、
満
足
度
に
関
係
を
も
つ
と
見
ら
れ
る
も
の
を
意
識
的
に
計
算
し
な
い
結
果
、
今
後
の
廃
棄
物
の
厚
生
指
標
と
し
て
わ
が
国
で
重
要
な
部
門
を
占
め
る
次
の
点
を
計
算
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
∽
公
害
そ
の
も
の
が
人
間
の
健
康
や
生
活
環
境
、
自
然
の
緑
の
美
し
さ
を
ス
ポ
イ
ル
す
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
損
失
を
直
接
推
計
し
て
い
な
い
。
雨
水
、
大
気
の
他
の
環
境
問
題
す
な
わ
ち
騒
音
、
振
動
、
地
盤
沈
下
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
が
カ
バ
－123 －
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ｌ
さ
れ
て
い
な
い
。
㈹
過
去
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
防
止
コ
ス
ト
が
支
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
、
瀬
戸
内
海
と
か
東
京
湾
に
沈
澱
し
、
累
積
し
て
い
る
汚
泥
等
の
「
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
公
害
」
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
　
本
稿
の
一
つ
の
目
標
は
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
公
害
の
金
銭
的
推
計
の
可
能
性
を
問
題
意
識
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
三
つ
の
点
だ
け
が
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
こ
と
は
、
国
民
所
得
推
計
を
正
確
に
す
る
た
め
の
Ｎ
Ｎ
Ｗ
の
意
義
は
薄
れ
て
く
る
。
こ
の
点
は
馬
場
秀
二
坂
下
昇
が
国
際
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
七
六
年
、
東
京
）
で
発
表
し
た
論
文
の
中
で
次
の
三
つ
の
す
ぐ
と
り
か
か
る
べ
き
調
査
研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
に
関
係
が
あ
る
。
「
第
一
は
廃
棄
物
原
単
位
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
作
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
産
業
活
動
の
種
類
ご
と
に
ど
ん
な
廃
棄
物
が
ど
の
く
ら
い
の
量
で
排
出
す
る
か
を
調
査
し
、
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
形
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
が
種
々
な
分
析
や
対
策
に
役
立
つ
こ
と
は
容
易
に
わ
か
ろ
う
。
第
二
は
各
種
の
公
害
や
環
境
破
壊
の
被
害
を
統
一
的
な
尺
度
で
測
定
す
る
た
め
の
被
害
関
数
の
研
究
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
公
害
と
い
う
も
の
の
性
質
上
、
測
定
困
難
で
あ
っ
た
り
不
可
能
な
も
の
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
の
共
通
尺
度
に
よ
る
把
握
は
た
と
え
部
分
的
で
あ
っ
て
も
、
将
来
の
合
理
的
な
社
会
的
資
源
配
分
の
目
安
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
Ｂ
Ａ
あ
る
い
は
Ｃ
Ｂ
Ｅ
の
分
析
を
行
う
と
き
被
害
の
定
量
的
測
定
が
必
要
で
あ
る
。
第
三
は
危
険
度
比
較
で
あ
る
」
　
こ
の
三
つ
の
着
想
の
う
ち
の
被
害
測
定
の
前
段
で
あ
る
被
害
関
数
は
理
論
的
に
ピ
ア
ス
、
フ
リ
ー
マ
ン
、
ク
ネ
ー
ゼ
等
が
そ
れ
ぞ
れ
纒
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
方
法
か
ら
接
近
す
る
迂
遠
な
途
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
－125－
　
　
　
　
　
第
二
章
　
廃
棄
物
と
同
化
能
力
日
　
環
境
は
エ
コ
ロ
ギ
カ
ル
な
性
質
を
も
ち
、
そ
の
一
つ
の
特
長
と
し
て
同
化
能
力
（
自
浄
作
用
）
を
持
つ
が
、
廃
棄
物
残
滓
の
－126－
外
部
不
経
済
を
考
察
す
る
場
合
、
と
く
に
そ
の
能
力
の
時
間
的
影
響
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
廃
棄
物
が
同
化
能
力
を
越
え
る
と
こ
ろ
に
は
じ
め
て
、
生
物
的
、
経
済
的
、
社
会
的
作
用
が
外
部
不
経
済
と
し
て
問
題
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
分
析
し
た
の
は
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
の
第
一
人
者
ピ
ア
ー
ス
（
D
･
W
.
P
e
a
r
c
e
）
で
、
同
化
プ
ロ
セ
ス
外
部
効
果
の
動
態
的
な
し
か
も
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
の
立
場
か
ら
廃
棄
物
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
　
環
境
の
同
化
作
用
に
つ
い
て
み
る
に
、
環
境
は
程
度
の
差
に
よ
り
廃
棄
物
を
吸
収
し
て
退
化
さ
せ
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
中
で
栄
養
に
変
換
す
る
。
こ
の
変
換
の
原
因
に
つ
い
て
廃
棄
物
は
次
の
持
定
条
件
が
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
が
こ
こ
に
い
う
同
化
能
力
で
あ
り
、
二
は
廃
棄
物
自
体
の
性
質
、
三
は
人
口
と
の
関
連
よ
り
み
た
廃
棄
物
の
投
棄
場
所
に
つ
い
て
で
あ
る
。
　
環
境
は
も
と
よ
り
、
廃
棄
物
を
退
化
す
る
シ
ス
テ
ム
の
能
力
が
十
分
で
あ
れ
ば
同
化
す
る
。
自
然
環
境
に
放
出
さ
れ
る
徴
粉
塵
お
よ
び
硫
黄
含
有
副
産
物
の
場
合
、
太
陽
幅
射
熱
を
う
け
で
、
酸
化
が
は
じ
ま
り
徐
々
に
大
量
の
空
気
同
志
が
混
合
し
て
硫
黄
酸
化
物
は
う
す
ま
り
、
最
後
に
雨
に
ま
じ
っ
て
降
り
そ
そ
ぎ
土
壌
に
浸
み
こ
ん
で
大
気
中
か
ら
消
滅
す
る
。
ゴ
ミ
の
山
は
も
と
も
と
大
地
や
海
に
も
ど
る
。
有
機
的
廃
棄
物
は
あ
ら
ゆ
る
水
路
に
あ
る
徴
生
物
の
作
用
を
う
け
て
、
流
れ
て
ゆ
く
間
に
分
解
さ
れ
、
無
害
な
化
学
的
成
分
に
な
る
。
無
機
質
の
廃
棄
物
の
う
ち
に
は
塩
化
物
の
ご
と
く
流
水
中
で
は
容
易
に
分
解
は
し
な
い
が
、
流
れ
て
ゆ
く
間
に
大
量
の
水
に
よ
っ
て
薄
め
ら
れ
、
汚
染
度
が
無
視
で
き
る
ま
で
に
低
下
す
る
も
の
も
あ
る
。
廃
棄
物
の
絶
対
量
が
か
な
り
大
き
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
環
境
の
著
し
い
破
壊
は
起
ら
な
い
し
、
僅
か
な
破
壊
さ
え
も
お
こ
ら
な
い
。
　
ピ
ア
ー
ス
は
動
態
的
に
み
て
も
分
析
の
差
は
あ
ま
り
な
い
と
考
え
、
「
汚
染
の
木
」
（
P
o
l
l
u
t
i
o
n
T
r
g
）
に
よ
り
廃
棄
物
の
分
析
体
系
を
明
ら
か
に
し
、
現
実
接
近
を
試
み
た
。
　
ピ
ア
ー
ス
は
同
化
能
力
を
明
か
に
す
る
た
め
、
汚
染
、
廃
棄
物
の
生
物
的
効
果
と
経
済
的
効
果
を
と
り
あ
つ
か
う
。
生
物
的
効
果
－127 －
と
は
あ
る
廃
棄
物
を
う
け
い
れ
る
環
境
の
中
で
、
有
機
体
の
あ
る
生
物
的
変
化
を
生
ず
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
、
現
実
的
な
Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
異
っ
て
、
概
念
的
に
の
み
考
え
て
い
る
。
こ
の
生
物
的
効
果
は
人
間
の
健
康
、
種
の
突
然
変
異
、
（
カ
シ
ン
ベ
ッ
ク
病
と
か
ぽ
乙
吼
病
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
）
細
胞
物
質
代
謝
の
変
化
等
が
あ
る
。
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
と
く
に
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
な
ど
さ
ら
に
数
多
く
の
公
害
展
覧
会
場
と
い
わ
れ
る
悪
環
境
の
下
で
は
、
こ
の
生
物
的
反
応
が
十
分
示
さ
れ
る
水
準
を
定
め
、
廃
棄
物
の
除
去
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
基
準
は
あ
く
ま
で
計
算
上
の
安
易
な
数
字
で
あ
り
、
環
境
行
政
が
大
企
業
、
成
長
に
加
担
し
た
も
の
と
厳
し
い
論
証
も
み
ら
れ
号
　
次
に
廃
棄
物
の
経
済
的
従
っ
て
社
会
的
効
果
を
考
え
る
が
、
こ
れ
は
既
に
社
会
的
費
用
論
と
し
て
負
の
公
共
財
、
外
部
不
経
済
、
負
の
外
部
効
果
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
外
部
効
果
は
効
果
関
数
の
中
で
被
害
者
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
、
問
題
は
環
境
に
吸
収
さ
れ
る
廃
棄
物
の
量
が
同
化
能
力
よ
り
小
な
る
場
合
は
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
循
環
再
生
方
式
に
従
い
問
題
は
生
じ
な
い
。
完
全
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
生
物
的
、
経
済
的
効
果
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
ず
廃
棄
物
を
退
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
同
化
能
力
を
こ
え
た
廃
棄
物
の
過
剰
な
量
で
あ
る
。
ピ
ア
ー
ス
は
同
化
能
力
に
つ
い
て
退
化
能
力
の
強
い
場
合
と
能
力
が
０
の
ケ
ー
ス
を
区
別
す
る
。
　
�
　
ピ
ア
ー
ス
は
次
の
ご
と
き
汚
染
の
木
の
図
に
よ
っ
て
種
々
の
型
を
分
類
し
た
。
こ
こ
で
ｗ
‥
は
W
a
s
t
e
｡
　
A
は
A
s
s
i
m
i
l
-
a
t
i
o
n
｡
0
3
は
B
i
o
l
o
g
i
c
a
l
。
　
　
C
t
^
は
E
c
n
o
m
i
c
a
l
の
略
で
あ
る
。
　
い
ま
、
ピ
ア
ｌ
ス
の
九
つ
の
ケ
ー
ス
を
中
心
に
私
見
を
補
足
し
て
説
明
し
て
み
よ
う
。
　
ケ
ー
ス
旧
領
△
４
こ
の
場
合
は
同
化
作
用
に
よ
り
生
物
的
又
は
経
済
的
効
果
に
何
等
影
響
し
な
い
。
　
ケ
ー
ス
㈲
　
領
▽
４
↓
４
＝
ｏ
↓
吻
＝
ｏ
↓
哨
＝
ｏ
－128－
　
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
廃
棄
物
が
同
化
能
力
を
越
え
残
滓
と
な
っ
て
い
る
と
き
、
同
化
能
力
、
生
物
的
、
経
済
的
影
響
の
な
い
ケ
ー
ス
だ
が
、
実
際
あ
り
え
な
い
。
政
策
目
標
と
な
ら
ず
い
わ
ゆ
る
「
空
箱
」
と
な
る
。
　
同
化
能
力
、
生
物
的
効
果
は
な
い
が
経
済
社
会
的
効
果
を
も
つ
古
典
的
な
外
部
効
果
の
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ガ
ラ
ス
の
あ
き
び
ん
、
空
カ
ン
、
騒
音
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
直
接
の
外
部
性
と
し
て
政
策
的
に
関
係
す
る
。
（
厳
密
に
は
騒
音
は
生
物
的
影
響
を
生
ず
る
）
　
両
ケ
ー
ス
に
あ
っ
て
は
、
廃
棄
物
の
残
滓
が
あ
る
と
き
生
物
的
効
果
が
あ
る
が
経
済
的
効
果
に
差
の
あ
る
場
合
で
、
心
は
た
と
え
ば
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
ご
と
く
重
金
属
に
よ
る
農
作
物
の
汚
染
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
・
㈲
の
哨
▽
０
は
、
大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
の
公
害
と
こ
と
な
り
、
土
壌
の
汚
染
そ
れ
自
体
が
直
接
に
人
体
に
害
を
与
え
る
の
で
な
く
、
生
産
さ
れ
る
農
畜
産
物
を
介
し
て
人
体
に
殊
殊
な
濃
度
に
な
る
ま
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
蓄
積
さ
れ
た
後
に
始
め
て
外
部
不
経
済
と
し
て
の
経
済
的
効
果
哨
＝
０
↓
哨
▽
０
と
な
っ
て
㈲
か
ら
㈲
へ
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
み
な
ら
ず
、
農
薬
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
パ
ラ
チ
オ
ン
有
機
水
銀
剤
な
ど
、
食
物
、
水
を
通
し
て
人
体
に
入
り
こ
む
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
は
環
境
の
同
化
能
力
を
持
た
な
い
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
― 129 －
と
し
て
い
つ
ま
で
も
環
境
の
中
に
蓄
積
さ
れ
る
わ
け
で
そ
の
毒
性
効
果
は
は
か
り
し
れ
な
い
。
　
ピ
ア
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
腎
臓
の
機
能
悪
化
、
心
臓
病
な
ど
循
環
器
の
病
を
含
め
、
高
血
圧
症
状
を
リ
ス
ト
に
の
せ
、
「
｛
t
a
回
t
l
｝
病
の
ご
と
き
骨
軟
化
症
ー
骨
組
み
の
構
造
を
や
わ
ら
か
く
し
、
さ
い
ご
に
く
さ
る
ー
正
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
効
果
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
例
証
に
あ
げ
て
い
る
。
　
か
か
る
重
金
属
公
害
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
レ
ィ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
女
史
の
警
告
（
昭
和
三
七
年
）
以
来
食
品
公
害
と
し
て
研
究
の
一
つ
の
領
域
を
形
成
し
て
い
な
が
ら
、
広
範
な
不
確
定
の
領
域
が
末
開
発
の
ま
ま
存
し
て
い
る
。
　
健
康
、
生
命
の
評
価
の
問
題
と
別
に
経
済
的
な
現
実
に
注
視
し
、
μ
＝
ｏ
｡
　
Ｂ
＞
０
の
汚
染
が
、
減
少
し
な
い
ま
ま
、
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
残
存
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
益
々
増
大
す
る
損
害
や
、
将
来
生
ず
べ
き
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
ス
ト
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
に
は
社
会
的
な
認
識
に
頼
る
べ
き
で
、
こ
れ
ら
の
有
毒
物
質
は
個
々
人
の
防
衛
的
な
行
為
に
頼
る
だ
け
で
は
防
ぎ
得
ず
、
こ
の
効
果
も
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
　
こ
の
両
ケ
ー
ス
は
無
意
味
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
廃
棄
物
の
同
化
力
が
あ
っ
て
生
物
的
経
済
的
効
果
が
な
い
場
合
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
と
く
に
⑦
の
ケ
ー
ス
で
、
自
浄
能
力
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的
効
果
が
出
る
の
は
む
し
ろ
外
部
経
済
の
効
果
（
。
フ
ラ
ス
効
果
）
と
見
ら
れ
よ
う
。
一130 －
場
合
経
済
的
効
果
す
な
わ
ち
外
部
経
済
も
不
経
済
も
生
じ
な
い
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
従
っ
て
実
際
の
ケ
ー
ス
は
む
し
ろ
㈲
の
場
合
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
両
ケ
ー
ス
に
共
通
す
る
点
は
生
物
的
効
果
と
同
化
能
力
が
共
に
正
の
働
き
を
す
る
と
こ
ろ
か
ら
動
学
的
外
部
効
果
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
ケ
ー
ス
と
も
弓
∇
μ
で
４
▽
０
哨
▽
ｏ
な
る
ゆ
え
Ａ
の
減
少
は
一
応
損
害
費
用
で
あ
る
が
、
動
学
的
に
考
え
る
と
き
、
こ
の
費
用
推
計
の
仮
設
は
十
分
保
証
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
臼
以
上
の
ご
と
く
九
つ
の
ケ
ー
ス
に
分
類
し
て
汚
染
発
生
を
整
理
し
た
が
、
問
題
は
汚
染
除
去
に
よ
り
厚
生
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
政
策
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
こ
れ
ら
分
類
の
概
念
よ
り
問
題
と
さ
れ
る
の
は
㈲
㈲
の
ス
ト
ッ
ク
汚
染
残
滓
と
㈲
㈲
の
動
学
的
外
部
効
果
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。
　
両
者
に
共
通
す
る
問
題
は
汚
染
除
去
に
ど
れ
だ
け
費
用
を
か
け
る
と
き
、
そ
れ
ら
汚
染
残
滓
を
生
ず
る
生
産
額
が
許
さ
れ
る
か
、
す
な
わ
ち
後
述
せ
ん
と
す
る
経
済
成
長
論
争
と
関
連
し
た
決
定
的
問
題
と
思
わ
れ
る
。
ピ
ア
ー
ス
は
専
門
領
域
の
Ｃ
Ｂ
Ａ
に
よ
る
分
析
の
限
界
よ
り
こ
の
問
題
を
展
開
し
た
。
　
Ｃ
Ｂ
Ａ
の
基
本
的
フ
オ
ム
ュ
ラ
ー
は
厚
生
極
大
の
た
め
の
費
用
便
益
の
条
件
を
求
め
る
こ
と
に
あ
る
。
汚
染
除
去
の
費
用
と
損
害
が
フ
ロ
ー
の
次
元
で
推
計
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
が
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
ご
と
き
ス
ト
ッ
ク
量
で
の
累
積
汚
染
残
滓
は
減
少
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
の
ス
ト
ッ
ク
量
が
仮
に
人
間
の
健
康
、
寿
命
に
あ
る
関
係
が
あ
る
こ
と
が
解
れ
ば
、
損
害
関
数
は
描
か
れ
る
が
、
環
境
の
中
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
ス
ト
ッ
ク
は
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
（
例
え
ば
徳
山
湾
の
重
油
汚
染
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
和
解
が
一
応
金
銭
で
解
決
さ
れ
、
今
後
発
展
に
対
す
る
努
力
を
書
面
で
交
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
従
来
累
積
さ
れ
た
ペ
ド
ロ
処
理
に
つ
い
て
は
何
等
解
決
さ
れ
て
い
な
い
点
よ
り
明
で
あ
る
が
）
Ｃ
Ｂ
Ａ
が
求
め
る
条
件
心
　
心
の
汚
染
残
滓
の
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
の
関
係
の
把
握
が
困
難
な
る
た
一一131－
め
、
金
銭
に
推
計
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
さ
ら
に
限
界
除
去
費
用
関
数
も
本
来
、
右
下
り
の
傾
斜
を
持
つ
筈
で
あ
る
が
、
汚
染
ス
ト
ッ
ク
は
減
少
で
き
な
い
故
、
こ
の
費
用
関
数
は
垂
直
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
費
用
０
の
点
で
損
害
関
数
と
交
わ
り
そ
の
点
が
社
会
的
純
便
益
を
極
大
に
す
る
要
求
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
累
積
は
漸
次
増
え
る
た
め
、
こ
の
最
適
点
は
累
積
の
増
え
る
た
び
に
数
多
く
み
ら
れ
、
Ｃ
Ｂ
Ａ
の
規
則
を
応
用
し
て
も
、
計
測
は
で
き
て
も
実
際
上
の
意
味
は
う
す
い
。
ピ
ア
ー
ス
は
ス
ト
ッ
ク
を
フ
ロ
ー
の
形
に
擬
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｂ
Ａ
の
可
能
性
を
の
べ
て
い
る
。
　
動
学
的
外
部
効
果
と
い
う
概
念
は
ピ
ア
ー
ス
の
造
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
生
産
額
と
廃
棄
物
発
生
を
正
に
相
関
さ
せ
、
同
化
能
力
と
廃
棄
量
の
関
係
よ
り
、
限
界
便
益
と
限
界
損
害
の
概
念
上
の
一
致
点
を
パ
レ
ト
最
適
と
考
え
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
同
化
能
力
よ
り
廃
棄
量
が
既
に
多
量
の
状
況
で
の
場
合
が
現
実
で
あ
り
、
実
際
カ
ド
ミ
ウ
ム
の
ご
と
く
あ
る
時
間
を
経
て
人
体
内
に
入
り
こ
み
始
め
て
損
害
が
意
識
さ
れ
る
ゆ
え
、
静
態
的
に
考
え
た
従
来
の
外
部
効
果
で
は
布
▽
４
ま
で
損
害
が
発
生
し
な
い
で
い
る
こ
と
で
、
こ
の
最
適
点
と
み
ら
れ
る
も
の
は
生
物
的
に
哨
▽
０
で
あ
り
、
不
安
定
な
点
で
、
産
出
高
を
漸
次
減
少
さ
せ
て
ゆ
く
と
パ
ン
ト
最
適
は
次
々
と
生
じ
、
ス
ト
ッ
ク
汚
染
残
滓
に
と
っ
て
は
Ｃ
Ｂ
Ａ
は
積
極
的
意
味
が
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
の
Ｎ
Ｎ
Ｗ
計
測
に
お
い
て
経
済
審
議
会
が
こ
の
汚
染
の
推
計
を
さ
け
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一132－
（
1 2
）
　
Ａ
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Ｗ
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ｐ
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第
三
章
　
汚
染
処
理
政
策
ノ
ー
ト
　
日
　
環
境
が
経
済
政
策
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
は
人
間
の
福
祉
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
知
識
が
物
質
文
明
を
さ
ら
に
高
度
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
の
み
福
祉
を
求
め
、
環
境
が
そ
の
た
び
ご
と
に
汚
染
さ
れ
自
然
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、
人
間
環
境
が
破
壊
さ
れ
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
自
然
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
体
系
が
循
環
を
や
め
る
と
き
、
地
球
は
栄
養
を
失
い
、
そ
こ
に
住
む
人
類
は
い
づ
れ
死
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
過
去
は
過
去
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
と
し
て
現
在
を
つ
く
り
あ
げ
た
意
識
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
に
生
き
、
将
来
に
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
人
類
の
理
想
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
実
の
デ
ー
タ
の
み
に
よ
り
将
来
の
人
類
の
道
を
描
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
こ
に
環
境
政
策
の
手
段
が
厚
生
を
目
ざ
し
て
考
察
さ
れ
る
所
以
が
あ
る
。
　
経
済
学
的
に
は
環
境
汚
染
の
対
策
は
、
つ
ね
に
市
場
経
済
の
中
に
外
部
不
経
済
と
し
て
の
汚
染
を
内
部
化
す
る
こ
と
に
つ
と
め
る
こ
と
は
、
学
の
本
質
上
当
然
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
汚
染
に
よ
る
損
害
除
去
の
対
策
と
し
て
、
価
格
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
働
ら
く
よ
う
税
と
補
助
金
の
次
元
に
て
汚
染
発
生
者
、
被
害
者
の
行
動
を
処
理
せ
ん
と
し
た
。
こ
の
方
法
は
汚
染
が
負
の
公
共
財
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
、
市
場
失
敗
を
引
お
こ
す
性
質
の
ゆ
え
、
市
場
内
で
処
理
で
き
な
い
も
の
を
、
あ
え
て
市
場
内
に
引
き
も
ど
す
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
他
の
手
段
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
直
接
管
理
政
策
で
光
化
学
ス
モ
″
グ
の
段
階
的
作
業
規
制
、
禁
止
の
ご
と
く
あ
る
い
は
、
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
よ
る
消
滅
な
ど
の
技
術
的
特
殊
化
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
次
に
道
　
　
　
　
環
境
経
済
論
ノ
ー
ト
乙133こ
徳
的
勧
告
、
抑
制
（
こ
れ
は
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
）
最
後
に
公
共
的
事
業
に
よ
る
方
法
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
　
�
　
さ
て
上
に
あ
げ
た
汚
染
が
環
境
に
如
何
な
る
形
で
損
害
を
与
え
る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
環
境
損
害
の
関
数
と
し
て
経
済
学
的
に
分
析
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の
関
数
の
形
は
汚
染
活
動
の
特
殊
な
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
政
策
手
段
を
決
定
す
る
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
O
a
t
e
s
｡
　
　
B
a
u
m
o
l
に
よ
れ
ば
、
環
境
の
質
の
現
在
の
水
準
が
汚
染
作
用
の
現
水
準
の
関
数
と
し
て
と
ら
え
る
も
の
と
、
活
動
の
過
去
の
水
準
に
依
存
す
る
ケ
ー
ス
の
二
つ
に
区
別
し
、
次
の
ご
と
く
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
を
峻
別
す
る
。
フ
ロ
ー
の
損
害
関
数
と
は
た
と
え
ば
都
市
で
の
大
気
の
清
浄
な
状
況
は
大
部
分
、
大
気
の
中
に
発
生
し
、
現
在
の
汚
染
発
生
者
に
よ
る
量
に
依
存
す
る
も
の
を
い
う
。
ス
ト
ッ
ク
の
場
合
、
汚
染
の
累
積
し
た
過
去
の
も
の
か
ら
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
、
環
境
損
害
は
汚
染
活
動
の
歴
史
に
依
存
す
る
も
の
で
、
い
つ
ま
で
も
退
化
し
な
い
汚
染
物
、
水
銀
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
経
済
学
で
は
ハ
イ
ウ
エ
ー
の
混
雑
に
つ
い
て
、
道
路
使
用
者
の
時
間
的
ロ
ス
は
車
の
数
と
共
に
単
調
増
加
関
数
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
環
境
現
象
は
複
雑
な
損
害
関
数
で
あ
ら
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
河
川
の
残
滓
の
負
荷
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
溶
解
し
た
酸
素
は
０
と
な
り
、
無
気
性
生
物
バ
ク
テ
リ
ア
の
発
育
条
件
を
生
ず
る
。
さ
ら
に
不
確
定
要
素
を
も
ち
、
多
元
的
関
係
を
も
ち
、
変
数
の
ベ
ク
ト
ル
の
関
数
は
政
策
者
で
管
理
で
き
な
い
も
の
が
生
ず
る
。
　
ボ
ウ
モ
ル
等
の
一
般
的
解
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
い
ま
時
間
Ｓ
と
共
に
環
境
の
質
を
決
定
す
る
関
数
は
次
の
ご
と
く
示
さ
れ
る
。
　
　
　
　
ｑ
。
=
ｆ
｛
m
ｓ
｡
　
Ｅ
ｓ
｝
　
　
　
　
　
（
ご
　
ら
は
汚
染
放
出
の
水
準
、
瓦
は
環
境
構
成
要
素
又
は
環
境
条
件
の
ペ
ク
ト
ル
。
（
た
と
え
ば
雲
、
方
向
速
度
、
雨
量
な
ど
）
瓦
で
重
要
－134－
な
こ
と
は
、
実
際
に
解
っ
て
い
て
も
管
理
で
き
な
い
変
数
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ク
ル
ト
瓦
を
示
す
外
生
変
数
は
自
ら
ラ
ン
ダ
ム
変
数
の
ご
と
き
も
の
で
、
少
く
も
、
ラ
ン
ダ
ム
と
し
て
取
扱
う
の
が
最
も
よ
い
結
果
と
な
る
よ
う
に
み
え
る
。
環
境
損
害
関
数
は
し
た
が
っ
て
　
　
　
　
Ｚ
ｓ
=
ｑ
｛
ｑ
ｓ
｝
=
ｈ
（
｡
m
ｓ
｡
　
Ｅ
＾
）
　
　
　
　
（
に
）
　
と
か
か
れ
る
。
こ
こ
で
ら
は
環
境
の
質
の
状
況
、
た
と
え
ば
大
気
中
の
硫
黄
酸
化
物
、
河
川
に
溶
解
さ
れ
た
酸
素
水
準
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
７
心
は
ら
の
質
に
伴
う
社
会
費
用
で
あ
り
、
硫
黄
酸
化
物
を
呼
吸
す
る
量
が
多
く
な
れ
ば
、
呼
吸
器
病
又
は
死
因
率
が
高
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
ら
、
咄
は
現
実
的
に
は
環
境
の
種
々
の
尺
度
、
汚
染
の
種
々
の
放
出
量
の
ベ
ク
ル
ト
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
環
境
の
質
の
管
理
不
能
な
不
確
定
要
因
を
考
え
る
と
政
策
は
困
難
と
な
る
。
　
目
　
従
来
の
成
長
論
争
の
一
つ
の
問
題
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
す
な
わ
ち
国
民
の
経
済
的
厚
生
に
直
結
す
る
従
来
の
思
考
に
対
し
、
環
境
破
壊
に
よ
る
減
価
を
如
何
に
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
　
自
然
の
同
化
能
力
を
超
え
て
残
滓
が
外
部
不
経
済
を
生
じ
て
き
た
た
め
、
廃
棄
物
処
理
が
政
策
の
重
要
問
題
と
な
る
と
共
に
、
成
長
論
の
争
点
が
次
第
に
環
境
の
次
元
に
定
着
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
廃
棄
物
放
出
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
処
理
費
用
と
の
関
係
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
同
化
能
力
と
拡
散
能
力
の
モ
デ
ル
を
、
廃
棄
物
の
量
と
環
境
の
質
の
間
の
関
係
で
決
定
す
る
た
め
展
開
し
第
三
に
廃
棄
物
の
集
積
と
汚
染
に
よ
る
損
害
と
の
間
の
関
係
を
見
つ
け
出
す
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
た
め
廃
棄
物
処
理
の
経
済
的
意
義
に
つ
い
て
み
る
に
、
従
来
の
多
く
の
論
文
で
は
、
企
業
サ
イ
ド
で
み
た
場
合
と
社
会
全
体
の
サ
イ
ド
で
の
処
理
の
費
用
を
考
え
る
こ
と
が
説
明
の
中
で
比
較
的
混
同
さ
れ
て
い
た
。
　
環
境
経
済
研
究
の
数
多
い
文
献
よ
り
こ
れ
ら
を
検
対
し
て
み
ょ
う
。
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（
1
5
）
ミ
ク
ロ
的
説
明
と
し
て
D
.
A
.
L
.
A
u
l
d
を
み
る
。
政
策
的
に
は
廃
棄
物
の
処
理
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
き
、
経
済
的
生
産
物
ヘ
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
方
法
に
よ
っ
て
お
き
か
え
る
か
、
廃
棄
物
を
少
く
す
る
。
し
か
し
一
方
処
理
費
用
が
た
だ
で
あ
る
限
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
廃
棄
に
よ
り
利
潤
を
生
む
生
産
物
を
限
り
な
く
つ
く
る
。
企
業
サ
イ
ド
よ
り
次
の
ご
と
く
説
明
す
る
。
若
し
可
処
分
費
用
化
が
０
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
と
き
、
企
業
は
廃
棄
物
を
次
の
条
件
で
あ
る
限
り
、
経
済
的
生
産
物
へ
変
換
せ
ん
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ま
Ｗ
廃
棄
物
量
、
ら
生
産
さ
れ
た
廃
棄
物
の
変
換
量
の
単
価
当
り
コ
ス
ト
、
瓦
変
換
さ
れ
た
廃
棄
物
の
単
位
当
り
販
売
価
格
、
剛
変
換
さ
れ
た
廃
棄
物
量
と
す
る
と
き
　
こ
れ
は
廃
棄
物
を
変
換
し
て
あ
る
生
産
物
を
つ
く
り
こ
れ
を
売
っ
た
方
が
と
く
な
ケ
ー
ス
で
、
外
部
効
果
を
無
視
し
て
、
大
気
、
河
川
を
自
由
に
利
用
で
き
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
可
処
分
費
は
０
よ
り
大
き
く
て
も
、
次
の
場
合
、
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
経
済
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
　
こ
れ
は
、
廃
棄
物
を
あ
る
商
品
に
変
え
た
費
用
が
、
た
と
え
そ
れ
を
販
売
し
て
得
た
額
よ
り
大
き
い
と
き
で
も
、
そ
の
方
が
可
処
分
費
用
よ
り
小
さ
い
と
き
は
得
で
あ
る
と
き
は
経
済
合
理
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
印
面
は
企
業
サ
イ
ド
か
ら
見
た
場
合
で
あ
る
が
、
社
会
的
汚
染
費
用
瓦
を
加
え
る
と
社
会
的
サ
イ
ド
か
ら
み
て
上
の
関
係
は
変
っ
て
く
る
す
な
わ
ち
、
の
と
き
廃
棄
物
の
処
理
が
行
わ
れ
る
。
問
題
は
哨
ｓ
▽
弓
・
Ｑ
ｓ
を
示
す
例
が
ふ
え
、
外
部
効
果
が
健
康
と
病
気
の
コ
ス
ト
か
ら
み
て
非
常
に
高
価
で
あ
る
こ
と
に
気
が
－136－
つ
い
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
成
長
と
汚
染
（
廃
棄
物
）
と
の
関
係
の
次
の
基
本
的
図
式
と
そ
の
変
型
か
ら
理
解
さ
れ
よ
う
。
　
聯
　
既
に
一
般
化
し
た
汚
染
の
図
式
的
説
明
は
一
九
六
三
年
Ｒ
.
Ｔ
日
齢
心
）
の
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
四
の
皿
曲
線
は
環
境
の
限
界
損
失
費
用
、
匹
一
は
企
業
の
活
動
に
よ
る
限
界
便
益
で
あ
り
、
企
業
は
外
部
効
果
を
認
め
な
い
と
き
０
率
に
な
る
ま
で
汚
染
の
発
生
を
承
知
で
生
産
し
つ
づ
け
る
。
一
般
に
こ
の
点
ま
で
は
企
業
サ
イ
ド
で
あ
る
が
、
こ
の
図
を
直
に
汚
染
管
理
の
政
策
に
す
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
か
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
£
が
環
境
汚
染
の
は
じ
ま
り
で
、
企
業
は
Ｃ
点
ま
で
活
動
し
つ
づ
け
召
で
極
大
利
益
を
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
け
る
が
、
社
会
的
に
み
て
環
境
汚
染
は
心
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
社
会
的
な
最
適
率
は
£
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
す
る
。
　
問
題
は
個
人
的
評
価
と
社
会
的
評
価
を
一
つ
の
図
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
社
会
的
損
失
評
価
の
問
題
に
帰
す
る
の
で
あ
り
ま
た
皿
皿
皿
の
い
か
な
る
傾
斜
で
あ
る
か
に
よ
り
、
£
が
決
定
さ
れ
る
条
件
は
多
様
化
す
る
。
　
ロ
ウ
レ
ー
Ｃ
・
｝
″
ｏ
Ｗ
ｔ
ｙ
は
－137 －
汚
染
に
関
し
生
じ
た
成
長
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
楽
観
論
と
悲
観
論
を
図
四
を
変
形
し
て
説
明
す
る
。
楽
談
論
に
つ
い
て
は
汚
染
費
用
が
成
長
に
伴
い
増
大
す
る
が
純
便
益
の
増
加
が
相
殺
す
る
こ
と
を
図
五
、
五
六
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
限
界
費
用
は
限
界
便
益
が
］
定
の
相
対
価
格
を
も
っ
て
実
質
所
得
の
上
昇
と
共
に
傾
斜
の
変
化
な
し
に
右
へ
向
っ
て
外
側
ヘ
シ
フ
ト
す
る
と
、
限
界
便
益
曲
線
Ｅ
一
は
匹
、
匹
へ
と
成
長
す
る
に
つ
れ
汚
染
費
用
も
高
く
な
る
。
楽
観
論
で
は
£
、
ｒ
、
Ｆ
が
最
適
汚
乗
率
で
あ
り
、
経
済
シ
ス
テ
ム
は
活
動
の
新
し
い
よ
り
高
い
Ｇ
Ｎ
Ｐ
水
準
に
適
合
す
る
故
、
社
会
最
適
の
政
策
を
求
め
る
こ
と
は
単
純
な
経
済
学
の
問
題
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
技
術
的
改
善
は
汚
染
コ
ス
ト
の
増
大
を
減
少
さ
せ
る
と
す
る
楽
談
論
に
ロ
ウ
レ
ー
は
皿
線
が
図
六
の
ご
と
く
下
落
線
を
辿
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
例
と
し
て
石
炭
↓
電
力
に
よ
る
環
境
汚
染
費
用
の
減
少
と
す
る
が
、
現
実
は
い
づ
れ
と
も
い
え
な
い
と
思
う
。
　
さ
て
反
成
長
論
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成
長
と
環
境
損
害
の
関
係
に
激
し
い
悲
観
論
を
た
て
る
。
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
の
地
球
最
後
の
日
（
V
i
n
-
t
a
g
e
D
o
o
a
d
Q
y
）
に
似
て
地
球
の
独
自
性
、
資
源
の
有
限
非
可
逆
性
、
同
化
能
力
の
有
限
性
な
ど
よ
り
、
費
用
、
便
益
の
計
算
を
人
類
が
地
球
か
ら
消
え
る
確
率
と
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
若
し
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
図
七
の
ご
と
く
限
界
便
益
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曲
線
ｙ
一
は
右
外
ヘ
シ
フ
ト
す
る
が
、
環
境
限
界
費
用
曲
線
皿
は
£
点
に
く
る
と
無
限
に
上
昇
し
、
そ
れ
以
上
活
動
は
不
能
と
考
え
る
。
こ
の
意
味
は
£
ま
で
汚
染
を
無
視
し
て
活
動
す
る
と
地
球
が
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
循
環
機
能
を
喪
失
す
る
こ
と
を
い
う
。
　
ロ
ウ
レ
ー
は
右
の
両
極
端
の
分
析
よ
り
中
間
的
立
場
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
悲
観
論
は
危
機
を
つ
げ
る
の
み
で
、
現
在
の
開
発
率
に
よ
る
環
境
増
大
率
を
使
用
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
資
源
が
不
足
し
て
く
る
市
場
で
は
、
更
に
開
発
を
強
め
、
価
格
上
昇
し
、
代
替
物
を
求
め
る
と
い
う
点
を
見
失
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
汚
染
の
限
界
費
用
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
臨
界
水
準
を
こ
え
成
長
の
増
加
関
数
と
な
る
テ
ー
ゼ
は
否
定
さ
れ
よ
う
。
時
間
の
経
過
に
つ
れ
Ｇ
Ｎ
Ｐ
成
長
に
有
利
に
体
系
的
に
両
者
の
関
係
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
技
術
的
変
化
に
頼
り
う
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
問
題
と
な
る
こ
と
は
汚
染
の
負
の
効
用
を
マ
ク
ロ
的
に
考
え
な
け
れ
ば
、
政
策
と
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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